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ム
が
導
入
さ
れ
て
、
丁
度
一
年

る
過
程
を
回
顧
し
、
現
状
の
分

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

１
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
至
る
経

過本
院
に
総
合
的
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
方
針
が
決

定
さ
れ
て
（
昭
和
六
十
二
年
十

一
月
）
、
最
初
に
行
う
べ
き
作

業
は
内
部
組
織
を
編
成
す
る
こ

と
、
本
院
の
基
本
構
想
、
業
務

計
画
を
盛
り
込
ん
だ
入
札
仕
様

ｳ■Ｌ 

Ｐか,■．

■△ＬＬ 

平
成
二
年
二
月
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
総
合
シ
ス
テ

が
導
入
さ
れ
て
、
丁
度
一
年
が
経
過
し
た
時
点
で
、
導
入
に
至

過
程
を
回
顧
し
、
現
状
の
分
析
と
評
価
を
行
い
、
今
後
の
展
開

毎
Ｊ
。
▲
ｊ
□
口
中
Ｆ
Ｓ
Ｌ

書
の
作
製
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
病
院
の
あ
ら
ゆ
る
部
局
・
部

門
の
業
務
実
態
調
査
と
意
見
の

交
換
・
聴
取
を
行
い
、
そ
の
こ

と
に
一
年
数
ヶ
月
を
費
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
改
め
て
認
識
さ

れ
た
こ
と
は
、
病
院
で
は
実
に

多
種
多
様
の
職
種
の
方
々
が
働

い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て
お
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
多
様
な
背
景
を

も
っ
た
患
者
さ
ん
が
い
る
。
病

院
と
い
う
所
は
ま
さ
に
社
会
の

縮
図
を
缶
詰
に
し
た
よ
う
な
場

で
あ
る
。
困
っ
た
こ
と
に
そ
れ

ぞ
れ
の
職
種
間
の
利
害
関
係
は

相
互
に
全
く
相
反
し
て
い
る
と

い
う
難
問
を
か
か
え
て
い
る
。

Ａ
部
門
の
人
々
が
そ
の
仕
事
に
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２
、
各
シ
ス
テ
ム
の
概
要

（
特
色
と
問
題
点
）

⑪
入
院
基
本
登
録

（
Ｈ
２
．
２
．
１
開
始
）

入
院
患
者
の
入
退
院
、
外
泊

等
の
情
報
を
登
録
す
る
も
っ
と

も
基
本
的
な
も
の
で
、
医
事
・

看
護
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
現
在

で
は
給
食
シ
ス
テ
ム
と
も
連
動

し
、
入
院
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ

に
登
録
さ
れ
る
。
外
出
外
泊
が

毎
回
一
件
し
か
登
録
で
き
な
い

な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

②
外
来
予
約

（
Ｈ
２
．
２
．
⑬
）
 

医
師
ま
た
は
診
療
グ
ル
ー
プ

単
位
で
診
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

登
録
し
て
お
き
、
そ
れ
に
基
づ

少
し
都
合
の
良
い
よ
う
に
方
向

を
変
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
Ｂ
部

門
の
人
々
に
は
不
都
合
と
な
り
、

そ
こ
に
争
い
が
生
ず
る
こ
と
に

な
る
。
た
と
え
て
云
え
ば
東
京

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
満
員
電
車
の

よ
う
で
、
皆
窮
屈
な
姿
勢
で
吊

皮
に
連
ら
な
っ
て
い
る
。
誰
か

が
少
し
で
も
姿
勢
を
変
え
よ
う

と
す
れ
ば
、
そ
の
衝
撃
は
四
方

に
波
及
し
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
悲
鳴
が
上
る
。

そ
の
ど
真
中
に
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
い
う
何
や
ら
得
体
の

知
れ
な
い
灰
色
の
物
体
を
持
ち

込
ん
だ
ら
一
体
ど
う
い
う
こ
と

に
な
る
か
？
四
方
八
方
か
ら

悲
鳴
と
怒
号
が
湧
き
上
る
に
違

い
な
い
。
怪
我
人
さ
え
出
る
心

配
が
あ
る
。
暗
濾
た
る
日
々
が

続
い
た
。
頼
み
と
す
る
所
は
た

っ
た
一
つ
、
人
間
の
も
つ
し
な

や
か
さ
で
あ
っ
た
。
人
の
底
知

れ
な
い
適
応
力
の
深
さ
で
あ
っ

た
。公
開
入
札
、
落
札
な
ど
の
手

続
き
を
経
て
装
置
の
搬
入
が
開

始
さ
れ
た
の
は
平
成
元
年
十
一
月

で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
ヶ
月

間
、
端
末
の
配
置
、
医
師
・
看

護
婦
さ
ん
を
対
象
と
し
た
講
習

会
、
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
製
、

総
合
リ
ハ
ー
サ
ル
の
準
備
と
続

き
、
数
名
の
企
画
室
員
に
は
連

日
半
徹
夜
の
仕
事
が
続
い
た
。

一
一
月
十
三
日
を
本
番
開
始
と
決

定
し
た
の
は
、
診
療
記
録
室
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
が
二
月
十
日
で
な

け
れ
ば
作
動
し
な
い
と
判
明
し

た
た
め
で
あ
る
。

い
て
外
来
患
者
の
予
約
（
日
・

時
間
）
を
行
う
。
料
金
精
算
時

に
次
回
外
来
予
約
票
が
患
者
さ

ん
に
発
行
さ
れ
る
。
診
療
記
録

室
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
予
約

さ
れ
た
日
の
朝
、
カ
ル
テ
が
外

来
に
予
め
配
付
さ
れ
る
。

予
約
制
の
浸
透
に
よ
り
（
特

に
時
間
予
約
）
患
者
さ
ん
の
待

ち
時
間
が
合
理
的
に
短
縮
で
き

る
こ
と
、
同
時
に
外
来
診
療
の

平
滑
な
運
営
が
期
待
さ
れ
た
。

現
在
、
予
約
率
は
全
外
来
患

者
の
別
％
に
達
し
、
患
者
数
の

多
い
内
科
系
外
来
で
は
時
間
予

約
が
別
％
を
超
え
て
い
る
。

③
処
方
オ
ー
ダ

（
Ｈ
２
．
２
．
週
）

端
末
機
入
力
に
よ
り
処
方
菱

を
発
行
す
る
も
の
で
、
入
力
と

同
時
に
薬
剤
部
調
剤
室
に
処
方

菱
が
打
出
さ
れ
る
。
医
事
課
で

の
料
金
精
算
時
に
薬
の
引
替
券

が
発
行
さ
れ
る
。
処
方
菱
の
正

確
で
迅
速
な
伝
達
と
患
者
さ
ん

の
投
薬
待
ち
時
間
の
短
縮
を
主

な
目
的
と
し
て
い
る
。
当
初
は

入
力
に
時
間
と
努
力
を
要
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
現
在

で
は
習
熟
し
た
医
師
は
、
山
処

方
を
併
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
大
き
な
困
難
は
感
じ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

同
時
に
在
庫
管
理
な
ど
の
薬

剤
部
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

側
看
護
シ
ス
テ
ム

（
Ｈ
２
．
６
）
 

看
護
シ
ス
テ
ム
は
「
勤
務
管

理
支
援
」
と
「
看
護
業
務
支
援
」

と
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
勤

務
予
定
表
や
超
過
勤
務
命
令
簿

作
製
な
ど
で
、
主
と
し
て
各
科

婦
長
さ
ん
の
入
力
に
よ
る
。
三

ヶ
月
後
の
調
査
で
は
、
従
前
に

比
し
て
巧
～
閃
％
の
記
載
時
間

の
短
縮
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

後
者
は
外
来
・
病
棟
で
の
日
報

類
の
作
成
が
目
的
で
医
事
シ
ス

テ
ム
や
勤
務
管
理
と
連
動
し
、

半
自
動
的
出
力
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
看
護
シ
ス
テ
ム
の
中

核
を
な
す
の
は
患
者
看
護
支
援

で
あ
り
、
整
然
と
し
た
看
護
計

画
を
確
立
す
る
際
の
有
力
な
手

段
と
な
る
こ
と
を
念
願
し
て
い

る
。
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⑤
検
査
オ
ー
ダ

（
Ｈ
２
．
，
．
１
）
 

各
種
検
体
検
査
の
オ
ー
ダ
と

検
査
結
果
の
照
会
が
中
心
で
あ

り
、
オ
ー
ダ
入
力
さ
れ
る
と
採

取
指
示
票
と
検
体
ラ
ベ
ル
が
発

行
さ
れ
る
。
ラ
ベ
ル
の
自
動
出

力
は
細
か
い
記
入
を
必
要
と
し
な

い
の
で
、
看
護
婦
さ
ん
に
は
雑

用
の
一
部
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

オ
ー
ダ
は
共
通
（
臓
器
別
）

お
よ
び
診
療
セ
ッ
ト
を
中
心
に
、

種
目
別
な
ど
に
よ
り
選
択
さ
れ
る

が
、
セ
ッ
ト
で
は
基
本
項
目
と

選
択
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る

の
が
本
院
で
の
特
徴
で
あ
る
。

結
果
照
会
で
は
患
者
別
に
時
系

列
表
示
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

が
診
療
上
有
用
と
思
わ
れ
る
。

問
題
点
と
し
て
次
の
二
点
が

指
摘
さ
れ
る
。

第
一
点
は
院
内
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
腫

瘍
マ
ー
カ
な
ど
）
に
関
し
て
で
、

オ
ー
ダ
は
端
末
か
ら
入
力
で
き

る
が
、
結
果
照
会
が
で
き
な
い

点
で
あ
る
。
そ
れ
は
Ｒ
Ｉ
Ａ
測

定
装
置
の
出
力
が
オ
ン
ラ
イ
ン

接
続
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
と
交
渉

の
結
果
、
オ
フ
ラ
イ
ン
接
続
に

よ
り
、
近
い
将
来
結
果
照
会
が

可
能
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

第
二
点
は
特
殊
検
査
（
外
注

検
査
）
に
関
し
て
で
あ
る
。
現

在
そ
の
項
目
数
は
七
百
を
超
え

年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の

か
な
り
の
部
分
は
申
込
件
数
が

少
な
く
（
年
間
数
件
程
度
）
、
す

べ
て
の
項
目
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
操
作
性
を
悪
化
さ
せ
る
心

配
が
あ
り
、
申
込
件
数
が
年
間

百
件
以
上
の
も
の
（
約
百
項
目
）

に
限
定
し
、
他
は
従
来
通
り
用

紙
に
よ
る
申
込
み
と
し
た
。
二

種
類
の
申
込
み
方
法
と
な
り
不

便
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
今
後
は
定
期
的
に

見
直
し
を
行
い
、
項
目
の
追
加

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
患
者
個
有
情
報

（
Ｈ
２
．
，
．
１
）
 

患
者
の
身
長
・
体
重
・
主
要

感
染
症
の
有
無
、
血
液
型
お
よ

び
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
を
登
録
す

る
。
現
在
で
は
充
分
活
用
さ
れ

て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

将
来
「
病
歴
シ
ス
テ
ム
」
が
具

体
化
さ
れ
た
時
に
は
必
須
の
情

報
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

、
輸
血
部
シ
ス
テ
ム

（
Ｈ
２
。
、
）

輸
血
用
血
液
管
理
と
輸
血
関

連
検
査
オ
ー
ダ
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
後
者
は
検
査
オ
ー
ダ

と
同
時
に
開
始
さ
れ
た
が
、
前

者
は
早
期
よ
り
稼
動
し
て
い
る
。

輸
血
用
血
液
の
合
理
的
流
通
が

３
、
評
価

Ⅲ
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
の
一
つ

の
目
的
は
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
で
あ
る
が
、
例
え
ば
も
っ
と

も
苦
情
の
多
い
外
来
患
者
の
待

ち
時
間
の
長
さ
を
短
縮
す
る
こ

と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？

そ
の
こ
と
を
知
る
目
的
で
、
シ

ス
テ
ム
導
入
前
（
Ｈ
１
．
、
．

ｕ
）
と
、
予
約
・
処
方
オ
ー
ダ

導
入
後
（
Ｈ
２
．
７
．
Ｗ
）
に

外
来
患
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。
両
回
と

も
患
者
数
の
多
い
火
曜
日
で
あ

り
、
調
査
方
法
は
同
一
と
し
た
。

表
は
そ
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。

中
の
数
字
は
平
均
所
要
時
間
で

あ
る
が
、
医
事
課
関
連
業
務
で

浦
％
、
薬
剤
待
ち
時
間
で
蛆
％
、

総
時
間
で
詔
％
の
短
縮
と
な
っ

て
お
り
相
当
な
効
果
が
認
め
ら

れ
る
。
今
後
は
時
間
予
約
制
の

可
能
と
な
り
、
貴
重
な
血
液
の

無
駄
な
保
存
が
減
少
し
相
当
な

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

⑧
給
食
オ
ー
ダ

（
Ｈ
３
．
２
．
１
）
 

操
作
性
を
重
視
し
て
頻
用
さ

れ
る
食
種
は
で
き
る
だ
け
入
力

手
数
を
省
く
工
夫
が
な
さ
れ
た
。

入
院
基
本
登
録
と
連
動
し
入
退

院
・
転
室
転
科
・
外
出
外
泊
等

の
情
報
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
運

用
さ
れ
て
い
る
。
病
棟
で
は
食

札
の
回
収
・
点
検
な
ど
の
雑
務

が
解
消
さ
れ
た
。

稼
働
開
始
後
間
も
な
い
の
で

給
食
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
の
連
係

徹
底
に
よ
り
、
診
察
待
ち
時
間

の
短
縮
が
期
待
さ
れ
る
。
現
在

外
来
診
療
日
の
増
設
と
も
相
ま

っ
て
、
患
者
数
は
５
Ｉ
ｍ
％
増

に
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
部

分
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の

改
良
が
今
な
お
続
い
て
い
る
。

⑨
そ
の
他

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
は
病
院

業
務
の
骨
格
部
分
で
、
広
範
な

業
務
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
今

な
お
新
た
な
業
務
に
つ
い
て
開

発
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で

は
説
明
を
省
略
す
る
。
看
護
部
、

薬
剤
部
、
検
査
部
、
給
食
係
等

の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
ぞ

れ
専
門
業
務
の
処
理
に
必
須
で

あ
る
が
、
部
門
毎
の
記
述
に
ゆ

ず
る
。外来患者アンケート調査

加
し
て
い
る
。

２
ソ
フ
ト
上
の
問
題
点

全
体
を
通
じ
て
端
末
機
操
作

上
の
最
大
の
難
点
は
、
一
つ
の

業
務
か
ら
他
の
業
務
に
移
行
す

る
際
、
必
ず
開
始
メ
ニ
ュ
ー
画

面
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
不
便
さ
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
思
想

と
端
末
機
能
上
の
制
約
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

業
務
毎
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
方
式
に

基
づ
い
て
お
り
、
業
務
間
の
移

行
に
は
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

端
末
機
は
マ
ル
チ
タ
ス
ク
機
能

に
不
足
し
て
い
る
。
し
か
し
今

日
機
能
ア
ッ
プ
が
計
ら
れ
、
マ

ル
チ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
方
式
は
実
用

段
階
に
入
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
本
院
シ
ス
テ
ム
は
レ
ン

タ
ル
制
で
あ
り
、
三
～
四
年
後

に
予
想
さ
れ
る
総
入
れ
替
え
後

に
は
、
よ
り
操
作
性
の
高
い
も

の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
推
定

す
る
。

③
ハ
ー
ド
障
害

当
初
は
落
雷
な
ど
停
電
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
が
年
に
二

～
三
回
は
あ
る
も
の
と
予
想
さ

れ
、
無
停
電
装
置
の
設
置
を
お

願
い
し
て
来
た
。
現
在
ま
で
一

回
の
発
生
の
み
で
、
早
朝
の
こ

と
で
実
害
は
な
か
っ
た
の
は
幸

い
で
あ
っ
た
。
予
想
外
だ
っ
た

の
は
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
磁
気
デ
ィ
ス
ク
障
害
で
四
回

発
生
し
て
い
る
。
一
回
（
Ｈ
２

・
７
．
Ｍ
午
前
十
一
時
）
を
除

い
て
夜
間
・
休
日
の
発
生
で
実

害
は
な
か
っ
た
が
、
デ
ィ
ス
ク

ス
ピ
ン
ド
ル
の
交
換
で
対
応
し

て
来
た
。
さ
ら
に
予
想
を
上
廻

っ
た
の
は
、
ホ
ス
ト
と
端
末
の

中
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｐ

（
オ
フ
ィ
ス
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
）

内
の
磁
気
デ
ィ
ス
ク
障
害
で
、

現
在
ま
で
十
回
以
上
発
生
し
、

な
お
散
発
し
て
い
る
。
原
因
は

多
く
の
場
合
不
明
だ
が
、
端
末

機
の
不
整
な
操
作
が
誘
発
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
端
末
機
を
使
用
し
た
後
、

終
了
手
順
を
実
行
せ
ず
に
電
源

を
切
り
、
後
の
人
が
障
害
に
巻

き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
る
。
端
末
機
は
パ
ソ
コ
ン

の
よ
う
に
単
体
で
動
作
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｐ
ｔ
ホ
ス

ト
を
通
信
手
順
で
会
話
し
て
お

り
、
途
中
の
電
源
途
絶
は
以
後

の
通
信
手
順
を
混
乱
さ
せ
て
し

事項
導入前

(Ｈ１ ､1１． 14） 
導入後

(Ｈ2.7.17） 
前後比

有効回答数 415人 450人

医事課受付所要時間
(自動受付機）

12.7分 0.9分 7.1％ 

診察待ち時間 59.6分 47.3分 79.4％ 

診察・検査所要時間 34.0分 28.0分 82.4％ 

料金手続き所要時間 22.9分 7.6分 33.2％ 

薬剤受取待ち時間 80.9分 45.9分 56.7％ 

総時間 210.1分 129.7分 61.7％ 
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突
然
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

外
来
と
病
棟
へ
の
同
時
介
入
に

よ
っ
て
生
じ
た
診
療
危
機
は
病

４
、
今
後
の
展
開

可
能
な
限
り
早
期
に
「
病
名

登
録
」
の
開
始
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
。
病
名
基
本
の

作
製
は
想
像
以
上
に
困
難
な
作

業
で
あ
る
。
国
際
的
病
名
分
類

も
現
在
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｄ
９
」
か
ら

「
Ｉ
Ｃ
Ｄ
ｎ
」
へ
の
移
行
期
に

あ
た
り
、
下
敷
き
に
す
る
も
の

自
体
が
混
乱
し
て
い
る
。
完
全

な
病
名
コ
ー
ド
は
存
在
し
な
い

の
だ
か
ら
、
試
行
錯
誤
を
繰
返

す
こ
と
も
止
む
を
え
な
い
と
者

、
ま
う
こ
と
に
な
る
。

正
し
い
操
作
を
順
守
さ
れ
た

鰄
鱗
鍵
鱗

ル
セ
ニ
ド
〃
と
い
う
薬
は
実
は

〃
プ
ル
ゼ
ニ
ド
〃
と
い
う
正
式
名

称
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
ま
で

少
な
く
と
も
十
五
分
は
か
か
っ

た
。
そ
の
間
、
看
護
婦
は
次
か

ら
次
へ
と
診
察
カ
ル
テ
を
容
赦

な
く
積
み
上
げ
て
い
く
。
心
配

そ
う
に
覗
き
込
む
患
者
、
カ
ー

テ
ン
越
し
に
〃
今
日
は
遅
い
わ

ね
え
〃
と
い
う
声
。
怒
っ
て
み

て
も
、
所
詮
埒
の
あ
か
な
い
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
。
な
す
術
も
な
く

う
ろ
た
え
て
い
た
我
々
は
医
者

・
看
護
婦
連
合
軍
を
結
成
し
、

ま
ず
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
の

え
て
い
る
。

「
Ｘ
線
撮
影
オ
ー
ダ
」
は
本

年
中
に
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

続
い
て
「
注
射
オ
ー
ダ
」
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
「
病

歴
作
製
」
ヘ
の
環
境
が
整
う
こ

と
に
な
る
。
そ
の
段
階
を
経
て

人
工
知
能
技
術
を
取
り
入
れ
た

診
療
支
援
、
臨
床
研
究
支
援
シ

ス
テ
ム
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

先
は
遠
い
道
で
あ
る
。

い
◎ 

院
全
体
を
震
憾

さ
せ
た
。
患
者

の
み
て
い
る
前

で
処
方
菱
が
出

せ
な
い
。
〃
プ

》癖

電
話
作
戦
を
開
始
し
た
。
こ
の

作
戦
に
は
時
間
を
要
し
た
が
、

担
当
の
方
が
わ
ざ
わ
ざ
病
棟
に

ま
で
足
を
運
び
、
直
接
教
え
て

い
た
だ
く
と
い
う
親
切
に
よ
り

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
意
図
が
次

第
に
見
え
、
着
実
な
成
果
を
あ

げ
て
い
っ
た
。
連
合
軍
は
互
い

に
情
報
を
交
換
し
、
早
め
に
作

戦
を
た
て
て
対
処
し
よ
う
と
し

た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
つ

い
に
聖
地
と
も
い
う
べ
き
”
検

査
オ
ー
ダ
〃
や
”
食
事
菱
オ

ー
ダ
“
に
ま
で
足
を
踏
み
入

れ
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
き
た
連
合
軍
で
あ

っ
た
が
、
医
者
と
看
護
婦
の
間

で
さ
さ
い
な
感
情
的
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
、
忙
し
さ
も
手
伝
っ
て

軍
内
部
に
暗
雲
が
漂
っ
て
き
た
。

だ
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入

問
題
と
医
者
と
看
護
婦
の
業
務

分
担
に
関
す
る
歴
史
的
問
題
と

の
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
今
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
忙
し
い
今

こ
そ
お
互
い
の
結
束
を
固
め
る

必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
次
第

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
〃
病
名
オ

－
ダ
〃
、
〃
Ｘ
線
検
査
オ
ー
ダ
〃

さ
ら
に
は
〃
点
滴
オ
ー
ダ
々
と

い
う
地
上
戦
が
我
々
を
待
っ
て

い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
か
ら
一

年
が
経
過
し
、
こ
の
戦
い
は
本

来
何
の
た
め
の
戦
い
な
の
か
を

も
う
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ

る
。
忙
し
さ
の
真
っ
た
だ
’
中
に

い
る
と
つ
い
自
ら
に
降
り
か
か

っ
て
く
る
火
の
紛
を
払
う
こ
と

に
終
始
し
て
し
ま
う
。
〃
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
“
は
患
者

の
た
め
に
本
当
に
役
立
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
最
も
重

要
な
問
題
に
つ
い
て
自
問
自
答

し
な
が
ら
帰
途
に
つ
く
こ
の
頃

で
あ
る
。

湾
岸
戦
争
は
多
国
籍
軍
の
圧

倒
的
勝
利
に
終
わ
っ
た
が
、
院

内
で
は
さ
ら
に
看
護
婦
の
定
員

不
足
の
問
題
も
加
わ
り
、
和
平

へ
の
道
は
混
沌
と
し
て
い
る
。

蓼鱗検
査
オ
ー
ダ
は
平
成
二
年
十

月
か
ら
稼
動
し
、
約
五
ヶ
月
余

経
過
し
て
い
る
。
稼
動
当
初
は
、

医
師
、
看
護
婦
、
そ
し
て
検
査

部
も
端
末
操
作
の
不
慣
れ
に
よ

る
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
も
見
受
け

ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
検
査
部

か
ら
み
た
検
査
オ
ー
ダ
シ
ス
テ

ム
は
、
ほ
ぼ
順
調
で
あ
ろ
う
と

認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
頭
の
中
で
描
い
た

霧
〃
＃

せ
の
回
数
が
減
少
し
た
。
③
検

査
結
果
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
精

度
管
理
チ
ェ
ッ
ク
法
に
よ
り
、

従
来
よ
り
か
な
り
迅
速
化
さ
れ
、

し
か
も
、
単
純
な
入
力
ミ
ス
が

な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

従
来
は
頻
繁
に
あ
っ
た
電
話
で

の
問
い
合
わ
せ
が
減
少
し
た
。

④
検
査
業
務
の
省
力
化
、
効
率

化
が
計
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
検

査
項
目
の
拡
張
が
可
能
と
な
っ

療
科
へ
の
要
望
に
つ
い
て
記
し

て
み
る
。

検
査
オ
ー
ダ
の
「
利
点
」
は
、

①
受
付
業
務
に
お
け
る
検
体
の

仕
分
け
、
検
査
依
頼
情
報
が
ス

ム
ー
ズ
に
伝
達
さ
れ
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
作
成
ま
で
の
時
間
が
か

な
り
短
縮
さ
れ
た
。
②
検
体
用

ラ
ベ
ル
発
行
と
同
時
に
、
採
取

量
、
容
器
の
種
類
が
指
示
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
特
殊
な
検
査

を
除
い
て
電
話
で
の
問
い
合
わ

〃鋤氾阻川削榊
刎
査
の
中
で
の
実

〃柵州朏柵Ⅷ洲

た
。
等
の
意
見
が
多
く
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
欠
点
」
と
し
て

は
、
①
従
来
は
検
査
申
込
書
に

記
入
さ
れ
て
い
た
患
者
の
症
状
、

病
名
等
の
情
報
が
な
い
の
で
、

デ
ー
タ
に
対
す
る
親
近
感
が
乏

し
い
。
ま
た
、
臨
床
側
と
の
検

体
を
通
し
て
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
薄
ら
い
で
い
る
。
②

蛋
白
分
画
、
酵
素
ア
イ
ソ
ザ
イ

ム
等
の
パ
タ
ー
ン
で
認
識
さ
れ

る
検
査
が
伝
達
さ
れ
ず
、
全
て

数
値
化
さ
れ
る
欠
点
が
あ
る
。

折
角
、
検
査
で
は
パ
タ
ー
ン
も

同
時
に
で
る
の
で
、
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
。
勿
論
、
異
常

パ
タ
ー
ン
は
手
書
き
報
告
書
に

て
送
付
は
し
て
い
る
。
等
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
患
者
の
病
名
等
は
重

大
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

る
こ
と
で
あ
り
、
パ
ラ
メ
デ
ィ

カ
ル
部
門
に
何
の
ガ
ー
ド
も
な

し
に
閲
覧
で
き
る
こ
と
の
問
題

は
大
き
い
。
し
か
し
、
何
ら
か

の
方
法
、
例
え
ば
病
名
の
コ
ー

ド
化
な
ど
に
よ
る
情
報
の
伝
達

工
夫
を
希
望
し
た
い
。

さ
て
、
診
療
科
へ
の
要
望
と

し
て
、
①
検
査
オ
ー
ダ
を
修
正

し
た
り
、
中
止
を
し
て
新
た
な

オ
ー
ダ
を
立
て
た
場
合
は
新
し

い
ラ
ベ
ル
に
貼
り
替
え
て
提
出

し
て
欲
し
い
。
②
依
頼
コ
メ
ン

ト
で
〃
結
果
至
急
“
と
入
力
さ

れ
て
も
検
体
到
着
確
認
を
し
な

け
れ
ば
分
ら
な
い
の
で
、
出
来

る
か
ぎ
り
〃
緊
急
検
査
“
画
面

を
利
用
し
て
欲
し
い
。
③
検
査
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結
果
等
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、

患
者
Ｉ
Ｄ
の
他
に
採
取
比
も
認

識
し
て
欲
し
い
。
Ｉ
Ｄ
と
同
様

に
重
要
な
キ
ー
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。
④
特
に
、
細
菌
検
査
の

検
査
材
料
選
択
画
面
で
「
そ
の

他
」
を
指
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、

必
ず
ワ
ー
プ
ロ
機
能
で
採
取
部

位
を
入
力
し
て
欲
し
い
。
採
取

部
位
に
よ
り
、
検
査
側
と
し
て

の
目
的
と
す
る
起
炎
菌
お
よ
び

使
用
す
る
培
地
が
異
な
る
た
め

輸
血
部
は
平
成
元
年
八
月
よ

り
本
格
的
に
業
務
を
開
始
し
ま

し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
既
に

院
内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の
青
写

真
は
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
輸

血
部
が
新
た
に
シ
ス
テ
ム
に
参

入
出
来
た
裏
に
は
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
企
画
室
長
で
あ
り
ま
す

牧
野
教
授
の
御
理
解
と
御
助
力

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
他
の

来
ま
し
た
。

当
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
は
、
大
別
し
ま
す
と
血

液
製
剤
の
在
庫
管
理
と
院
内
オ

ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
オ
ン

ラ
イ
ン
化
し
て
い
る
検
査
関
連

シ
ス
テ
ム
の
二
つ
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
血
液
製
剤
の
管
理
シ

ス
テ
ム
で
は
製
剤
パ
ッ
ク
ご
と

に
血
液
型
、
有
効
期
限
お
よ
び

ロ
ッ
ト
番
号
な
ど
の
情
報
の
入

っ
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
を
血
液
セ
ン

タ
ー
か
ら
受
け
取
り
、
在
庫
、

出
庫
、
返
却
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
下
で
管
理
し
て
お
り
ま

す
。
検
査
関
連
シ
ス
テ
ム
で
は

血
液
型
検
査
、
ク
ー
ム
ス
テ
ス

ト
、
不
規
則
抗
体
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
検
査
オ
ー
ダ
を

診
療
科
よ
り
受
け
た
り
、
過
去

に
行
な
わ
れ
た
血
液
型
や
抗
体

検
査
結
果
の
照
合
や
輸
血
歴
の

で
す
。

以
上
、
検
査
オ
ー
ダ
が
稼
動

し
て
か
ら
約
五
ヶ
月
余
の
検
査

側
か
ら
の
一
方
的
な
経
験
を
記

し
た
が
、
検
体
を
〃
物
“
と
し

て
扱
う
の
で
は
な
く
、
検
体
を

通
し
て
臨
床
側
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
検
査
オ

ー
ダ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

部
署
に
先
駆
け

て
平
成
二
年
一

月
よ
り
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
稼
動

す
る
こ
と
が
出

検
索
な
ど
安
全
な
輸
血
療
法
の

た
め
に
有
効
利
用
し
て
お
り
ま

す
。事
務
処
理
の
簡
略
化
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
有
り
ま
す
が

一
方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
故
に

不
便
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

使
用
確
定
と
入
力
し
た
血
液
製

剤
が
数
日
後
、
「
冷
蔵
庫
の
ス

ミ
に
あ
っ
た
の
で
返
却
し
ま
す
巴

と
か
、
使
用
・
返
却
製
剤
の
伝

票
へ
の
記
入
ミ
ス
な
ど
の
場
合
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
後
の
訂

正
は
大
変
で
す
。
ま
た
夜
間
持

ち
出
さ
れ
た
製
剤
の
ロ
ッ
ト
番

号
の
誤
記
入
が
あ
っ
た
場
合
は
、

在
庫
画
面
を
見
な
が
ら
ロ
ッ
ト

番
号
を
全
て
照
合
し
訂
正
す
る

忍
耐
の
い
る
仕
事
と
な
り
ま
す
。

病
棟
で
の
血
液
製
剤
の
取
り
扱

い
に
、
よ
り
一
層
の
注
意
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

導
入
か
ら
一
年
が
経
過
し
た

今
、
輸
血
部
ス
タ
ッ
フ
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
操
作
に
慣
れ
、
そ

の
便
利
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
製
剤
管
理
面
で
は
血
液

セ
ン
タ
ー
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

も
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
今
後
、

増
々
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
有
効

利
用
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

Z;’’''3lZZ;〃そ
の
１

〃
矢
“
の
よ
う
に

打
ち
出
さ
れ
る
処
方
菱

「
そ
の
日
は
パ
ニ
ッ
ク
だ
っ

た
よ
。
」
当
院
の
処
方
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
、

北
大
病
院
の
調
剤
室
の
責
任
者

は
処
方
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
開
始
日

を
思
い
起
こ
し
て
そ
う
言
っ
て

い
た
。
そ
の
言
葉
に
一
抹
の
不

安
を
感
じ
つ
つ
、
当
院
の
処
方

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
準

備
に
入
っ
た
の
は
稼
働
開
始
よ

り
一
年
半
程
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

当
初
五
人
の
チ
ー
ム
を
作
り
、

法
律
面
も
含
め
て
各
大
学
病
院

の
処
方
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
定
期
的
に
処
方

部
会
を
開
催
し
、
医
師
・
看
護

部
・
関
連
事
務
サ
イ
ド
と
の
意

見
の
交
換
、
調
整
を
行
っ
た
。

ま
た
薬
剤
部
内
で
は
全
員
で
過

薬
剤
基
本
テ
ー
ブ
ル
と
そ
の
支

援
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
つ
つ
、

様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
対

処
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
っ
た
。

さ
て
い
よ
い
よ
処
方
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
の
日
平
成
二

年
一
一
月
十
三
日
を
迎
え
た
。
矢

の
よ
う
に
打
ち
出
さ
れ
る
処
方

菱
に
模
擬
患
者
で
の
ト
ラ
イ
ア

ル
で
発
生
し
た
諸
々
の
ト
ラ
ブ

ル
が
脳
裏
を
か
す
め
、
当
惑
し

た
。
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
二
、
一
一
一
の
問
題
を
発
生
し
つ

つ
も
じ
き
に
流
れ
に
の
っ
た
。

パ
ニ
ッ
ク
と
は
い
か
な
い
ま
で

も
停
滞
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
も
最
初
の
一
週
間
で
あ
っ

た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

処
方
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
か
ら
一

年
経
っ
た
今
、
以
前
と
最
も
異
．

な
る
点
は
外
来
患
者
の
薬
待
時

間
の
ピ
ー
ク
が
約
一
時
間
早
ま

っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
処
方

菱
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
調
剤
室

に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
る
、

処
方
菱
が
判
読
し
や
す
く
な
っ

て
処
理
能
力
が
向
上
し
た
等
が

考
え
ら
れ
、
患
者
の
侍
時
間
の

短
縮
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て

い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

今
後
将
来
を
洞
察
す
べ
く
薬

袋
の
自
動
書
記
化
、
処
方
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
在

庫
管
理
、
ワ
ン
ド
ー
ズ
パ
ッ
ケ

霧蓼鱗!；
のらを来去
基処分・一
本方析入年
とオし院間
な１な処の
るダが方外

そ
の
２

薬
品
情
報
室
か
ら

薬
剤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
処
方
作
成
支
援
の

た
め
に
Ｄ
Ｉ
（
薬
品
情
報
）
テ

ー
ブ
ル
を
作
成
し
、
管
理
し
て

お
り
ま
す
。
項
目
と
し
て
は
、

商
品
名
、
一
般
名
、
用
法
・
用

量
、
効
能
・
効
果
等
、
添
付
文

１
ジ
ヘ
の
移
行
、
採
用
医
薬
品

情
報
の
イ
メ
ー
ジ
処
理
に
よ
る

光
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
化

等
改
善
す
べ
き
点
も
多
々
あ
る

と
思
う
。

ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
の
唱

え
る
司
三
ａ
三
豊
の
（
第
一
一
一
の

波
）
高
度
情
報
化
社
会
へ
と

進
む
現
在
、
医
療
の
分
野
に

お
い
て
も
情
報
化
は
必
須
で
あ

り
、
処
方
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
の
真

価
が
問
わ
れ
る
の
は
情
報
が
蓄

積
さ
れ
、
い
か
に
そ
の
情
報
が

有
効
に
利
用
さ
れ
、
患
者
指
向

の
医
療
の
分
野
に
い
か
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
か
と
い
う

点
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
調
剤
室
渡
辺
博
文
）
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オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が

始
ま
っ
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

い
ち
は
や
く
同
シ
ス
テ
ム
を
稼

働
さ
せ
て
い
る
北
海
道
大
学
へ

の
見
学
、
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
企

画
室
で
の
研
修
を
経
て
の
ス
タ

ー
ト
で
し
た
。
最
初
は
、
キ
ー

ボ
ー
ド
に
触
れ
る
こ
と
自
体
が

書
情
報
の
一
部
で
は
あ
り
ま
す

が
、
処
方
作
成
中
に
こ
れ
ら
の

Ｄ
Ｉ
が
、
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
域
に
表
示

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
利
用
頻
度
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
担
当
し
て
い
る
薬
品

情
報
室
と
し
て
は
、
そ
の
利
用

が
増
え
る
こ
と
を
希
望
し
、
新

規
採
用
薬
品
も
含
め
て
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
入
力
・
変
更
し
て
、

情
報
の
正
確
性
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

現
在
、
デ
ー
タ
は
全
採
用
医

グ
ラ
ム
を
、
果
て
は
機
械
を
壊

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

さ
え
思
っ
た
も
の
で
す
。
病
院

全
体
に
神
経
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、

私
達
は
、
神
経
の
末
端
で
ま
る

で
は
れ
も
の
に
触
わ
る
よ
う
に
、

右
往
左
往
し
て
い
る
、
そ
ん
な

毎
日
で
し
た
。
シ
ス
テ
ム
そ
の

も
の
の
実
用
性
を
理
解
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
、
さ
ほ
ど
の

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
こ
と
も
な

く
、
た
だ
面
倒
な
仕
事
が
増
え

た
と
い
う
感
じ
が
強
く
あ
り
ま

し
た
。一
年
を
経
た
今
、
端
末
操
作

に
も
慣
れ
、
帳
表
を
何
十
枚
も

出
し
て
し
ま
っ
た
失
敗
を
し
な

が
ら
、
多
少
は
身
近
に
感
じ
と

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
入
院
基
本
オ
ー
ダ
と

薬
品
に
つ
い
て
入
力
整
備
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
活
用
し
て
医

薬
品
要
覧
第
三
版
と
し
て
、
昨

年
十
月
に
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
今
の
と
こ
ろ
処
方
に
反

映
し
な
い
注
射
剤
等
は
、
画
面

で
の
利
用
が
不
可
能
で
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
全
て
の
情
報
に
つ

い
て
、
処
方
作
成
中
に
限
ら
ず

い
つ
で
も
利
用
で
起
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
薬
品
情
報
室
長

藤
田
育
志
）

重
労
働
で
し
た
。

た
だ
た
だ
無
知

故
の
こ
と
な
の

で
す
が
、
自
分

の
指
が
、
プ
ロ

食
事
オ
ー
ダ
の
連
動
や
、
手
書

き
の
必
要
の
な
く
な
っ
た
検
査

ラ
ベ
ル
、
病
棟
日
報
・
超
過
勤

務
命
令
簿
の
作
成
等
、
作
業
が

省
力
化
さ
れ
便
利
に
な
っ
た
実

感
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
検
査
が
特
定
の
日
に
か
た
よ

っ
た
り
、
食
事
変
更
な
ど
、
融

通
が
効
か
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
優
れ
た
能
力
や
性
質
の
理
解

が
足
り
な
い
た
め
に
、
今
ひ
と

つ
使
い
こ
な
せ
な
い
部
分
が
あ

り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
道
具

と
し
て
上
手
に
活
用
し
、
こ
れ

か
ら
の
看
護
業
務
が
能
率
的
に

行
な
え
る
よ
う
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

作
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

ま
で
あ
っ
た
た
く
さ
ん
の
書
類

が
少
し
ず
つ
減
り
、
書
く
こ
と
、

そ
し
て
エ
ア
シ
ュ
ー
タ
ー
の
利

用
が
少
な
く
な
っ
た
。
医
師
の

指
示
う
け
で
は
、
〃
入
力
し
ま

し
た
？
“
と
い
う
言
葉
と
、
画

面
を
ひ
ら
い
て
出
来
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
書
か
な
く
な
っ

た
恩
恵
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ

が
、
検
査
部
門
で
は
、
検
体
づ

く
り
の
ラ
ベ
ル
記
載
中
に
他
の

対
応
で
中
断
す
る
と
以
前
で
は
、

名
前
を
よ
く
書
き
損
じ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
今
は
、

出
力
し
た
ラ
ベ
ル
を
貼
る
だ
け

で
あ
る
。
入
力
が
信
頼
で
き
る

も
の
で
あ
れ
ば
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

の
正
確
性
は
安
心
に
つ
な
が
る
。

こ
の
一
年
で
看
護
日
報
、
薬
、

検
査
、
給
食
部
門
等
の
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
が
稼
働
し
、
今
ま
で
人

の
手
を
介
し
た
作
業
が
効
果
的

に
処
理
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思

う
。
開
始
に
あ

た
っ
て
、
丁
寧

に
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
し

て
頂
い
た
の
で
、

失
敗
談
も
数
多

く
あ
っ
た
が
、

ど
う
に
か
業
務

に
支
障
を
き
た

す
こ
と
な
く
操

し
い
・
最
近
、
給
食
部
門
の
稼

動
で
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

一
つ
に
は
オ
ャ
ッ
で
あ
る
が
今

ま
で
は
果
物
が
主
で
あ
っ
た
が
、

昨
年
二
月
十
一
一
一
日
か
ら
診
療
、

今
回
、
内
容
も

充
実
し
、
ス
ナ

ッ
ク
、
ゼ
リ
ー
、

チ
ー
ズ
等
が
つ

く
よ
う
に
な
っ

て
子
供
等
が
喜

ん
で
い
る
。
も

う
一
つ
は
、
即

入
院
の
多
い
小

児
科
で
は
、
入

院
確
認
と
同
時

に
入
院
時
の
食

不
確
か
で
あ
れ

ば
、
画
面
を
ひ

ら
く
こ
と
で
い

つ
で
も
確
認
出

来
る
の
が
頼
も

事
は
、
皆
様
ご
承
知
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

な
か
で
も
診
療
に
お
け
る
患

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
一
環
と

し
て
、
患
者
の
待
ち
時
間
の
短

縮
を
す
る
為
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
処
方
オ
ー

ダ
と
予
約
オ
ー
ダ
が
開
始
さ
れ
、

又
、
同
時
に
再
来
受
付
機
を
設

置
し
、
受
付
方
法
を
変
更
し
て
、

早
い
も
の
で
一
年
間
が
す
ぎ
ま

し
た
。

当
初
、
不
安
に
思
っ
て
い
た

夜
勤
中
、
〃
い
か
が
で
す
か
“

〃
御
苦
労
様
々
と
夜
勤
婦
長
に

声
を
か
け
ら
れ
、
襟
を
正
し
て

〃
も
う
ひ
と
が
ん
ば
り
〃
と
思

っ
て
働
い
て
い
た
一
年
前
の
頃

を
な
つ
か
し
く
思
っ
て
い
る
人

事
が
入
力
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
利

点
ば
か
り
の
べ
て
き
た
が
、
欠

点
と
し
て
は
、
や
は
り
端
末
機

の
故
障
が
考
え
ら
れ
る
。
故
障

は
か
な
り
の
パ
ニ
ッ
ク
が
予
想

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
メ
ニ
ュ
ー
も
多
様

化
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
入
力
さ

れ
た
情
報
を
早
く
、
適
切
に
使

い
わ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
も
の
だ
。

と
こ
ろ
で
．

は
い
霞
せ
ん
か
Ｉ

教
育
、
研
究
に

貢
献
を
目
的
と

す
る
、
新
し
い

総
合
シ
ス
テ
ム

が
開
始
さ
れ
た



旭川医大病院ニュース第３６号 平成３年３月20日（６）
こ
と
は
、
受
付
窓
口
職
員
が
新

し
い
シ
ス
テ
ム
と
受
付
方
法
を

完
全
に
周
知
し
て
い
る
か
、
又
、

受
付
か
ら
料
金
計
算
ま
で
ス
ム

ー
ズ
に
行
な
え
る
か
、
次
に
患

者
さ
ん
が
新
し
い
受
付
方
法
に

よ
っ
て
も
従
来
通
り
受
付
、
診

療
、
料
金
計
算
と
ス
ム
ー
ズ
に

流
れ
て
く
れ
る
か
、
オ
ー
ダ
す

る
側
で
正
し
い
オ
ー
ダ
が
さ
れ

て
い
る
か
等
々
不
安
材
料
は
尽

き
な
い
程
あ
り
ま
し
た
。

い
ざ
、
閲
州
始
し
て
み
ま
す
と
、

心
配
し
て
い
た
よ
り
も
ス
ム
ー

ズ
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
職
員
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

医
事
課
で
は
事
前
に
十
分
に
検

討
を
し
、
開
始
後
も
一
週
間
程
、

毎
日
、
全
職
員
を
集
め
問
題
点

の
検
討
を
行
い
改
善
策
を
皆
ん

な
で
話
し
合
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

一
年
を
経
過
し
た
現
在
、
受

付
窓
口
職
員
は
も
と
よ
り
、
患

者
さ
ん
も
新
し
い
シ
ス
テ
ム
と

受
付
方
法
に
も
慣
れ
、
以
前
に

は
あ
っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
の
苦

情
も
な
く
、
受
付
か
ら
帰
宅
ま

で
の
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

又
、
外
来
患
者
教
も
大
幅
に
増

加
し
、
順
調
に
軌
道
に
の
っ
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
、
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
が

順
次
進
ん
で
行
く
予
定
で
す
が
、

医
事
課
職
員
も
頑
張
っ
て
行
き

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 liiiiiil11Iliilllllllii 
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鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
（
木
曜
午
後
）
、

め
ま
い
（
金
曜
午
後
）
を
設
け

て
お
り
、
い
ず
れ
も
予
約
を
と

っ
て
い
ま
す
。

幼
児
難
聴
は
聞
こ
え
の
問
題

が
言
語
発
達
や
精
神
発
育
、
さ

耳
鼻
咽
喉
科
の
診
療
の
あ
ら

ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
一
般
外

来
は
初
診
、
再
診
と
も
火
曜
、

木
曜
、
金
曜
日
に
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
火
曜
の
初
診
は
白

戸
助
教
授
、
高
橋
講
師
が
、
木

追
跡
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
月
一
度
（
第

三
火
曜
日
）
成
人
の
方
を
含
め

た
補
聴
器
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。樛
出
性
中
耳
炎
は
小
児
難
聴

よ
う
や
く
早
期
発
見
や
療
育
に

熱
意
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
外
来
で
は
診
断
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
聾
学
校
や
難
聴

学
級
、
言
語
治
療
教
室
と
の
連

係
を
密
に
取
り
、
適
切
な
指
導
、

ら
に
は
知
能
の

問
題
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
し
、

行
政
の
方
で
も

の
原
因
と
し
て
問
題
と
な
っ
て

い
る
疾
患
で
す
。
周
辺
疾
患
と

の
関
係
、
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー

の
関
与
な
ど
臨
床
に
直
結
し
た

研
究
と
と
も
に
、
そ
の
原
因
究

明
か
ら
最
良
な
治
療
法
の
選
択

ま
で
、
一
例
一
例
き
め
細
か
な

検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
は
近
年
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
の
病
態

解
明
は
教
室
の
研
究
テ
ー
マ
の

一
つ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
原

因
と
し
て
は
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、

ダ
ニ
な
ど
の
通
年
性
の
も
の
と

チ
モ
シ
ー
、
シ
ラ
カ
バ
、
ヨ
モ

ギ
な
ど
の
花
粉
症
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
に
そ
っ

た
減
感
作
治
療
や
局
所
療
法
、

薬
物
治
療
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

め
ま
い
は
他
科
で
は
敬
遠
さ

れ
が
ち
な
症
状
の
一
つ
で
、
内

科
、
脳
外
科
な
ど
他
科
か
ら
の

検
査
依
頼
も
多
く
、
系
統
だ
っ

た
検
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
障
害

部
位
診
断
、
病
態
解
明
を
推
し

進
め
て
い
ま
す
。

病
棟
は
六
階
東
に
一
一
三
床
、

五
階
東
に
三
床
も
っ
て
い
ま
す

が
外
来
患
者
数
に
比
べ
て
病
床

数
が
少
な
く
、
病
棟
医
長
は
ベ

ッ
ト
の
や
り
く
り
に
い
つ
も
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
入
院
患

者
は
唾
液
腺
、
甲
状
腺
を
含
め

た
頭
頚
部
腫
瘍
患
者
が
約
四
割

を
占
め
、
他
に
中
耳
炎
、
副
鼻

腔
炎
、
扁
桃
炎
、
声
帯
ポ
リ
ー

プ
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

で
い
ま
す
。
定
期
の
手
術
日
は

月
、
水
曜
で
年
間
三
○
○
例
前

道
に
対
す
る
形
成
手
術
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
例
は

木
曜
午
後
の
教
授
回
診
で
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
、
金
曜
夜
の
病
棟

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
治
療
方
針

や
術
前
・
術
後
の
病
状
の
検
討

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
簡
単
で
す
が
当
科
の
診

療
状
況
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
耳
鼻
咽
喉
科
は
対
象
と

す
る
臓
器
、
扱
う
疾
患
も
多
彩

で
他
科
と
連
係
し
て
診
療
に
あ

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
症
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。（
助
教
授
白
戸
勝
）

＊
＊
＊
＊
 

後
の
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
き

わ
め
て
多
忙
な
毎
日
で
す
が
、

看
護
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
も
と

に
質
の
高
い
医
療
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
拡
大
手
術
や
皮
弁
を

用
い
た
再
建
手
術
も
数
多
く
行

わ
れ
、
ま
た
最
近
注
目
を
集
め

て
い
る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

に
対
し
て
も
様
々
な
角
度
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
、
上
気
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医
の
指
導
の
も
と
、
ま
ず
新
人

医
局
員
が
担
当
医
と
な
り
、
問

診
、
眼
科
的
一
般
検
査
を
行
い
、

引
続
き
そ
の
日
の
外
来
責
任
者

（
原
則
と
し
て
、
月
曜
日
は
助

教
授
、
水
曜
日
は
講
師
、
金
曜

すとの番当の助治当て診初日水療たごに診はたいた
。な主に医外手医科いを診の、は外し紹つ療当・りつ
主り治新が来以制はま行、み金月来ま介い体科今まて
治ま医患順担下で主すつ再で曜、診すいて制の回しま

、Ｏ 、 ◎、

旭
川
医
大
附
属
病
院
眼
科
は
、

昭
和
五
十
一
年
の
開
院
時
よ
り

診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、

道
東
、
道
北
地
方
の
眼
科
診
療

の
中
核
と
し
て
、
常
に
最
先
端

の
医
療
を
め
ざ
し
て
診
療
に
あ

視
力
検
査
、
細
隙
灯
顕
微
鏡
検

査
、
眼
圧
測
定
検
査
、
散
瞳
後

の
細
隙
灯
顕
微
鏡
検
査
、
眼
底

検
査
（
散
瞳
剤
点
眼
後
検
査
可

能
状
態
に
な
る
ま
で
約
三
十
分

か
か
り
ま
す
）
な
ど
が
あ
り
、

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
必
要
な
特

殊
検
査
の
施
行
後
診
断
を
下
し
、

今
後
の
指
示
を
与
え
、
そ
し
て

そ
の
指
示
に
従
い
担
当
医
と
主

治
医
が
診
療
に
当
た
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
般
検
査
と
し
て

日
は
教
授
）
が

診
察
し
ま
す
。

外
来
責
任
者
は

担
当
医
と
デ
イ

一
人
の
患
者
さ
ん
に
か
か
る
時

間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
、
患

者
さ
ん
に
は
い
つ
も
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
な

お
再
来
時
、
主
治
医
が
疑
問
を

持
っ
た
際
に
は
、
直
ち
に
外
来

責
任
者
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
曜

日
の
午
前
中
に
吉
田
助
教
授
が

人
工
水
晶
体
移
植
術
後
の
網
膜

剥
離
症
、
そ
し
て
午
後
に
太
田

助
手
と
廣
川
が
網
膜
静
脈
分
枝

閉
塞
症
の
特
殊
外
来
を
行
っ
て

い
ま
す
。

病
棟
で
は
、
六
階
東
に
二
十

四
床
、
五
階
東
に
三
床
あ
り
、

年
間
入
院
患
者
数
は
三
○
○
名

程
で
す
。
教
授
総
回
診
は
木
曜

日
の
午
前
に
、
助
教
授
回
診
は

月
曜
日
の
午
後
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
月
曜
日
の
夕
方

五
時
三
十
分
か
ら
、
入
院
患
者

さ
ん
に
関
す
る
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン

ス
を
行
い
、
問
題
点
な
ど
を
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。

手
術
日
は
火
曜
、
木
曜
で
、

年
間
約
三
○
○
件
の
症
例
を
こ

な
し
て
い
ま
す
。
一
般
に
手
術

を
要
す
る
眼
科
疾
患
の
う
ち
最

も
頻
度
の
高
い
の
は
白
内
障
で

す
が
、
当
科
で
は
少
な
く
、
逆

に
糖
尿
病
の
眼
合
併
症
で
あ
る

網
膜
症
や
網
膜
剥
離
と
い
っ
た

比
較
的
長
い
手
術
時
間
を
必
要

と
す
る
眼
球
深
部
の
疾
患
の
症

例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
白

内
障
の
手
術
に
よ
る
視
力
向
上

は
劇
的
で
あ
り
、
多
く
の
患
者

さ
ん
に
非
常
に
満
足
し
て
も
ら

え
ま
す
が
、
網
膜
疾
患
の
手
術

で
は
特
殊
な
器
械
、
手
技
を
要

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
術
後

視
力
の
向
上
は
白
内
障
程
で
な

く
、
患
者
さ
ん
に
さ
ほ
ど
喜
ん

で
も
ら
え
な
い
傾
向
に
あ
る
た

め
か
、
網
膜
疾
患
を
積
極
的
に

手
掛
け
て
い
る
眼
科
医
は
さ
ほ

ど
多
く
な
く
、
今
後
さ
ら
に
当

科
で
の
網
膜
疾
患
に
対
す
る
手

術
の
比
率
が
増
加
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

以
上
、
本
院
眼
科
診
療
に
つ

い
て
簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
北
海
道
の
眼

科
医
師
数
は
未
だ
に
少
な
く
、

今
後
も
関
連
病
院
と
の
連
携
を

密
に
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
講
師
廣
川
博
之
）

今
回
は
、
球
技
大
会
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
審
判
と
し
て
、
皆

様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
職
員
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
創
設
は
、

開
学
問
も
な
い
昭
和
四
十
九
年

七
月
に
事
務
系
職
員
を
中
心
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

発
足
当
時
は
、
職
員
数
も
現

在
程
多
く
な
く
、
野
球
部
や
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
部
と
の
掛
け
持
ち

Zi;ZZZ;Z３Ｚ８ 

繍
潔

習
内
容
も
活
気
の
あ
る
も
の
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

対
外
試
合
に
も
多
数
出
場
す

る
よ
う
に
な
り
、
（
成
績
は
い

ま
一
歩
）
中
で
も
道
央
地
区
国

立
学
校
共
済
大
会
で
は
、
打
倒

加序加伴の若に設病た有けキけはニど試が行も対

L迄会議雷讓鵡嚇｡雲崖二,ｉｆ零千'４墓書２臺裟壽
練増ものに員、近創てしうらはらムユな、とで合１屯

っ
て
の
練
習
が
な
か
な
か
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

北
大
を
合
い
言
葉
に
日
夜
猛
練

習
に
励
み
ま
し
た
が
、
す
べ
て

決
勝
で
北
大
に
敗
れ
る
と
い
う

結
果
に
終
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
、
病
院
の
看
護

婦
職
員
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
活
動

し
て
お
り
練
習
に
も
一
段
と
熱

が
入
っ
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
人
事
異
動

等
で
部
員
数
が
減
少
し
、
一
時

は
五
～
六
名
ま
で
に
落
ち
込
み
、

体
育
館
の
半
面
を
五
～
六
人
で

使
用
し
て
い
た
た
め
他
の
ク
ラ

ブ
か
ら
露
整
を
買
っ
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
懸
命



旭 医大病院」 8） ス 平成３年３月20日ニュ第３６号

の
勧
誘
に
よ
り
、
部
員
数
十
七

名
と
ク
ラ
ブ
ら
し
い
人
数
と
な

り
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
な
ど
は
、
新
し
い
ユ
ニ

ホ
ー
ム
が
出
来
上
が
ら
ず
、
公

式
試
合
に
お
い
て
ユ
ニ
ホ
ー
ム

な
し
で
出
場
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
）

し
、
見
事
一
勝
を
上
げ
相
手
チ

ー
ム
に
申
し
訳
な
い
事
を
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
お

り
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
種
目
に
は
、

た
し
ま
す
。

球
技
大
会
で
ヒ
ー
ロ
ー
に
な

り
た
い
方
、
お
腹
の
賛
肉
が
少

々
気
に
な
っ
て
来
た
方
入
部
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

初
心
者
の
方
に
は
手
と
り
足

と
り
（
特
に
女
性
の
方
）
き
め

濃
か
な
指
導
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
入
部
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を

応
援
下
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
キ
ャ
プ
テ
ン
小
濱
博
）

六
人
制
と
九
人
制
と
が
あ
り
、

我
々
の
チ
ー
ム
は
九
人
制
を
主

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

九
人
制
の
ル
ー
ル
は
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
な
く
、
前
衛
、
中
衛
、
後

衛
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
分
業
が
行

え
る
点
な
ど
で
、
職
場
単
位
の

チ
ー
ム
に
は
最
適
の
ル
ー
ル
の

よ
う
に
思
わ
れ
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
、
新
入
部
員
を
蟇
集
い

■
チ
リ
も
積
も
れ
ば
弧
ト
ン
？

本
学
で
発
生
す
る
廃
棄
物
、

い
わ
ゆ
る
ゴ
ミ
は
一
日
当
り
約

一
、
三
八
○
‐
瓜
一
年
間
で
は
実
に

叩
ト
ン
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
の
号
は
病
院
か
ら
出
る
も

の
で
す
。
廃
棄
物
は
年
々
増
加

の
傾
向
に
あ
り
、
デ
ィ
ス
ポ
製

品
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
の
増
加

に
は
特
に
著
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
、

感
染
性
廃
棄
物
で
可
燃
性
の
も

の
及
び
不
燃
性
の
も
の
、
非
感

染
性
廃
棄
物
で
可
燃
性
の
も
の

及
び
不
燃
性
の
も
の
に
区
分
さ

れ
ま
す
。

｜
昨
年
十
一
月
、
厚
生
省
か

ら
「
医
療
廃
棄
物
処
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
感
染
性

廃
棄
物
と
非
感
染
性
廃
棄
物
と

の
分
別
保
管
等
、
廃
棄
物
の
適

正
処
理
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ

鐙

と
か
ら
、
本
学
に
お
い
て
も
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
添
っ
て
感

染
性
廃
棄
物
を
保
管
す
る
た
め

に
「
廃
棄
物
保
管
庫
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

■
ゴ
ミ
は
畑
万
円
？
・
・
・

廃
棄
物
は
、
そ
の
種
類
に
応

じ
て
、
次
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ

の
方
法
で
処
理
さ
れ
ま
す
。
感

染
性
廃
棄
物
・
非
感
染
性
廃
棄

物
と
も
に
可
燃
性
の
も
の
は
、

学
内
の
焼
却
炉
で
焼
却
処
理
を

し
て
お
り
ま
す
。
不
燃
性
廃
棄

物
の
う
ち
注
射
針
は
現
在
、
十

分
な
安
全
性
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
感
染
、
非
感
染
に
か
か
わ

ら
ず
今
年
二
月
よ
り
そ
の
処
理

を
業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
こ

れ
に
か
か
る
費
用
は
年
間
伽
万

円
に
も
な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

そ
の
他
の
不
燃
性
廃
棄
物
の
う

ち
感
染
性
の
も
の
は
滅
菌
処
理

を
し
た
の
ち
、
非
感
染
性
の
不

燃
性
廃
棄
物
と
一
緒
に
投
棄
し

ま
す
。
こ
れ
ら
本
学
で
発
生
す

る
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
、
年
間
Ⅲ

万
円
も
の
費
用
を
要
し
ま
す
。

■
ゴ
ミ
Ⅱ
湾
岸
戦
争
？
・
・
・

今
年
か
ら
旭
川
市
も
遅
ま
き

な
が
ら
廃
棄
物
の
分
別
収
集
の

検
討
を
始
め
る
よ
う
で
す
。
本

学
で
は
以
前
か
ら
、
可
燃
性
廃

棄
物
（
青
色
ビ
ニ
ー
ル
袋
）
、

不
燃
性
廃
棄
物
（
透
明
ビ
ニ
ー

ル
袋
）
、
感
染
性
廃
棄
物
（
黄

色
ビ
ニ
ー
ル
袋
）
に
分
別
し
収

集
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等
に
お
願
い
し
て
こ
れ
ら
の

ほ
か
、
使
用
済
注
射
針
（
ポ
リ

容
器
に
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ー

ク
で
表
示
し
た
も
の
）
と
ガ
ラ

ス
の
ア
ン
プ
ル
（
ポ
リ
容
器
）

に
も
分
別
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。今
や
医
療
廃
棄
物
は
、
湾
岸

戦
争
と
共
に
環
境
汚
染
の
先
鋒

と
な
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
益
々

厳
し
い
管
理
が
要
求
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
経
費
節
減

の
た
め
に
も
各
職
場
に
お
い
て
、

減
量
化
と
分
別
に
一
層
の
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
会
計
課
用
度
第
二
係
）

バイオハザード


